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★斎田地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「若い世代が地域活動に参加するために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 周知広報 

さまざまな地域の活動を SNS や YouTube を利用して発信しましょう。 

うずしおふれあい公園で子どもの参加できるイベントを開催し、参加した若い世代や転入世

帯等に対する地域活動の案内を行いましょう。 

中間期 交 流 

サロン活動に親子も参加できるようして子育てのサポートを実施しましょう。 

放課後の児童の居場所づくりに町内会も関わりましょう。 

三世代交流型のスポーツ大会など、若い世代が主体となる行事を企画・実施しましょう。 

終了期 定着化 
町内運動会や秋祭りを地元行事として定期的に開催し、世代交流活動を定着させましょう。

また、社協や自治会への加入条例の策定も検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐E・F 交流の場づくり、機会づくり 

 

人のつながりとしては、高齢者による奉仕活動等が盛んな地域ですが、一方で若い世代の地域活動

への参加が少なく、今後、地域活動の担い手が不足することが危惧されます。現状では様々な世代

が交流できる場所や機会が少ないので、世代間交流を促進する必要があります。 

医療機関・福祉施設が多く、病気やケガなどに対応できる環境。 

市営球場やうずしおふれあい公園など健康施設も豊富にある。 

避難所の岩崎神社や市営球場は高い所にあり、高齢者や障がい

者等の避難に課題がある。 

地域活動の担い手が不足している。 

ひとりぐらし高齢者、老々介護、徘徊、安否確認などの支援体

制がなく、有償ボランティアも検討が必要。     …など 

人とのつながり 

高齢者を中心とした活動が活発（友愛訪問、清掃奉仕活動など）、熱心な PTA 活動 

生活環境 

教育施設が多い、市の中心部で買い物に便利、交通の便良し、病院が近くにある 

歴史・文化 

八幡さんのおごく、御神輿巡行、上田商店のこんにゃくづくり、大道銀天街納涼祭、 

鳴門市阿波おどり 

自然環境 

新池川の桜並木、花街道斎田、フラワーベルト             …などな

ど 

斎
田
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

斎田地区の地域課題 

生活環境や歴史が豊かな地域 
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大項目：高齢者の見守り・介護「高齢者世帯を見守る仕組みづくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情報把握 
町内で声掛け運動を始めましょう。 

町内でひとりぐらし高齢者等の確認を行いましょう。（訪問・回覧板等で状況確認） 

中間期 
情報化 

共 有 

地域の高齢者世帯の状況を情報化しましょう。 

町内会単位で高齢者やひとりぐらしマップをつくり地域で共有しましょう。 

民生委員の補助員を地域で町内会ごとに選任しましょう。 

終了期 
しくみ 

づくり 

見守りネットワークを構築しましょう。 

見守りをはじめとする地域住民の問題を地域で支援できる関係（体制）をつくりましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅱ‐①‐H・I 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ‐①‐K・L 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐N・O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

地域では高齢者のみの世帯やひとりぐらし高齢者が増加してますが、寝たきりや認知症等の情報が

なく、見守りや支援体制が整っていない現状では、老後の生活や一人生活になることに不安を感じ

ている現状があります。高齢者や同居する家族を地域が見守り、支援する体制の整備が必要です。 

大項目：防災・防犯「災害時要援護者を見逃さないために」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情報共有 

地域ごとに近い避難ルートや場所をまとめハザードマップを作成しましょう。 

地域の消防団や民生委員と避難行動要支援者に関する情報共有を図りましょう。 

避難行動要支援者のリストを作成し、隣近所で共有しましょう。 

中間期 
組織化 

訓 練 

地区（町内）の防災リーダーを決めましょう。 

防災に関する地域の集会を開催し、避難行動要支援者も参加した防災訓練を定期的に実施し

ましょう。 

災害時避難行動要支援者を誰が支援するか決ねましょう。 

終了期 
設備・環

境づくり 

避難支援に必要となる援護用具を町内ごとに備えましょう。 

避難路の状況を確認し、避難支援しやすい環境整備を進めましょう。 

 〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅲ‐①‐K・M 地域福祉ネットワークの構築 

Ⅲ‐②‐O ふれあいの場・機会の創出と地域福祉啓発 

 

住民と高校の協力体制で防災活動を実施していますが、災害時に避難行動支援を必要とする住民の

状況がわからないため、こうした住民が活動に参加できていません。有事に備えて、地域でできる

避難支援への対応を考える必要があります。 


